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アルパックニュースレター NQ78

アルパック創立 30周与へ

アルパックベンチャーの道程と展望
<営業>の原点と指針

ベンチャー・ビジネスにとっても、その成

立の必須要件は"営業"ーこの種の業態では

"受注"であることは言うまでもありません。

当然そこには、受注のための競争がありま

すが、ベンチャーがべンチャーたるゆえんは、

競争の仕方にも違いが現れてしかるべきです。

ソフトに徹する

結果的には、競争を避ける、競争をしない

方策ですが、私達は" phase (位相・局面)

をはずす"と言ってきました。

委託・受注型業態では、営業は相手=発注

者との関係で決まります。業界の常識は営業

=受注活動に2つの方法があることです。

第1は、独自の技術や知識を持って発注者

にアピールし、売り込む方式。

第2 は、人脈即ちコネを活かし、接待など

の手段で発注者と関係を密にする方式。

元々、私自身は建築の出身で、東京での 6

年間の修行?の間に、建築設計事務所と建築

施工業の世界を見てきまし九。施工業も本来

技術を売る Fee(報酬)ビジネスだと思って

いましたが、日本の建設業は Marg加(利鞘)

ビジネスに引き込まれています。明らかにフ

・ビジネスであるはずの建築設計の方がイ

もっとおかしいことに、これは会計法の「契

約の方式」の解釈と発注者の選定審査能力に

問題があるのですが、価格の下限設定のない

競争入札になったりして(未だに多くの地方

公共団体で是正されていません)厄介なこと

にそれに飼い慣らされた建築事務所が、規模

の大小を問わず一杯あって"第2"型の営業

活動方式が優勢になります。その行き付く先

三輪泰司
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がどうなるかは、よく知られている通りです。

そのような競争に巻き込まれたら、職能の

倫理を高め、職業の社会的地位を強めるため

にならないだけでなく、弱小資本で、立ち上

がり期のべンチャー・ビジネスにとっては、

たまったものでありません。

本来の新しい技術開発力を活かすために、

"'ノフト"技術を指向したのは、 phase をは

ずす九めの必要に迫られた選択でしたが、こ

れは真理でした。

自主・自立の意味

新市場を開拓するとか、市場の Nicheを見

つけるとか言われます。ニッチは隙間と訳さ

れたりしますが、私達は本来の意味の"適所

と理解しています。

いかなる資本系列からもインデペンデント

一自主・自立であり、中央ではなく地方から

起こったべンチャーであることをわきまえて、

適所を見つけ、拡大して行くことが、営業に

おける基本戦略でした。

創業の始め、シンクタンクとは何か、コン

サルタントとは如何にあるべきか、と性格規

定・職能倫理などを議論しナこことをお話しし、

シンクタンクの定義をご紹介しましナこ。この

種の仕事は委託を受けて始まるサービス業で

すから、或る系列資本にサービスする、地方

公共団体はじめ団体、業界或いは特定の企業

にサービスを提供するのは当然です。

しかし、ベンチャー本来の特徴を発揮する

には、どのような姿勢・視点でサービスする

かがポイントであり、代替の提示即ち、時に

は批判と、代替案掲示もシンクタンク本来の



使命であると申しました。この開発は修正し

た方がよろしい、ここには手を出すべきでは

ないと言わねばならないこともあります。

中には、それならもうお前さんには頼まな

いよ、と言う委託者もあるかも知れません。

多様な領域・多彩な人材

アルパックの特徴は、間口が広いこと、新

しい未知のことでも何とかしてくれることと

いう評価を頂いています。

創業の始めから、こんにちのマルチプルな

業務領域は出揃っていました。

それは、新分野へのチャレンジでもありま

すが、末成熟な市場性と、委託者から「お断

りだ'」と言われる場合に備えての自衛本能の

面もあったと思います。大阪 a972年)九州

a976年)名古屋 a982年)東京(1987年)

と地域事務所を展開して行ったのにも、りス

ク分散の側面もあります。

アルパックの社員構造の特徴は、出身地・

出身校がナショナル・ワイドであることです。

地域情報と言っていますが、地域計画・建

築設計には士地の風士に通じているべきです。

"故郷のために"帰った社員が地域事務所を

つくり、時間が経つとCemeinschaft (生活共

同体)に家族共々根を下ろし、人々の信頼を

得て行きます。環境科学部門は業務を通じて

GeseⅡSchaft (利益共同体)に根を張った例

です。1972年創設。早すぎて市場未成熟で苦

労しましたが、いまでは"環境"はあらゆる

分野で欠かせません。大きな機器類は持たず

地道な調査とシステム開発など、ソフトに徹

した身軽さも幸いしましナこ。

ボランタリー精神

実証的批判や代替案には、情勢を見る確か

な視座と強い創造力が必須です。それには厳

しい努力を要しますが、喜びもあります。

創業の翌年から3年間の「21世紀の設計」

は、ビジョンを提示する"構想計画"のモデ

ルでした。西山夘三先生を総括責任者とする

関西グループの受託機関として、47専門分野

170余名の先生方の討議を組織し、国土・大

都市圏・地方圈の計画作成等、ハードな仕事

でした。おかげで爆発的にネットワークが拡

がりました。何より、広い視野で将来を見る

科学的方法を学ぷことが出来「計画技術」開

発へのエポックとなりました。内閣審議室か

ら調査費を受けましたが、経営的には大変で

した。しかし、佐藤内閣には、すごいことを

やらせて頂いたものだと感心しています。

1970年。創業 3年目。高度経済成長の盛り。

世間が万国博で浮かれていた時、中国新聞の

ルポ記事で「過疎」という言葉に接しました。

隠岐の計画も、西郷町の委託を受けました

ので全くのボランティアではありませんが、

産業(畜産・観光)、文化(民謡・祭)、基

盤(道路・港湾)等々、離島振興法の時限を

前に、島の人々の目線に立って、共に汗を流

しました。 21世紀にはゼロになるかと心配し

ましたが、隠岐は2万6千人で踏み留まって

います。しかし既に世代再生産能力を失っナこ

農山漁村には、第2次の過疎化が押し寄せて

くることを、忘れてはならないのです。

関西文化学術研究都市の構想と推進のスタ

トは、 1977年2月。調査懇談会準備会から

懇談会へと、何処からの委託も受けず、奥田

東先生はじめ、先生方には手弁当でしたが、

経費だけで初年度 660万円、 2年度2000万円。

創業10年目にはボランタリー精神を支える投

資力もついてきていました。

社会の求める課題解決に挑戦し、提案し、

発信することが、即アルパック型"営業"で

すから、役員等の職務上の責任はありますが、

未だに専任の"営業部"はありません。

(代表取締役会長みわひろし)

1996年7月1日
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アルパックニュースレター NQ78

地元のシナリオがある

古くからの商店街が消えつつぁる。最近そ

の対策を求められることが増えた。「先生、

コンサルタントに高いお金を払って描いても

らったんやけど、絵に描い九餅ですわ」と商

店関係者はぽやく。なるほど商店街整備案は

ワンパターンが多い。近代的なビルに街路の

整備。いいには違いないが、そんな投資や事

業推進の力はもはや商店街にはないのだ。道

が曲がっていれば、回り灯籠のような演出で

かえっていいのだし、古い町並みはそのまま

生かしたらよい。空き店舗が増えれぱミニ博

物館やコンサートホールとして使えばよいし、

雑然とした下町風情はそれをもっと伸ばせば

よい。コンサルタントが駆使するマニュアル

とは、まったく逆をやる方が当たることもあ

るのだ。

ガラス街道で成功した長浜、伊勢のまちか

臨床地域プランナ

時代を読む〔30周年記念寄稿〕

ど博物館ネットワーク、本陣修復を契機に観

光振興に乗り出す草津などでは、地域住民の

地域への深い愛情に根付く地域資源活用の挑

戦がまちおこしとして花開いたものである。

いずれも従来のマニュアルにはないオリジナ

ルな整備シナリオが地元で構築されている。

臨床地域学が大事

医学に基礎医学と臨床医学がある如く、ま

ちづくりにも基礎地域学と臨床地域学がある。

私は臨床地域学を徹底的に大事にしてきた。

つまり、まち・づくりの現場からの発想を大事

にしてきたということだ。体力のない人には

それなりの処方をするように、一般整備マニ

ユアルには乗れない商店街ならそれなりに実

現し、商店主らに自信を持九せる計画を用意

するのが、臨床地域プランナーの努めなのだ。

たしかに地域の姿を描く統計データや種々

の資料は大切だが、まちづくりのダイナミズ

として
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ムに着目し、生きている地域を診断し処方篝

を書くには、プランナーは自らの体全体でも

つと地域の歴史風士や地域文化、人間性や人

間関係を学ばなければならない。まずもって

地域には頻繁に足を運び、関係者と十分にコ

ミュニケーションをとることはもちろんだが、

直接的に課題解決に通じる情報ばかり追うの

ではなく、例えば経済振興がテーマでも、地

域の歴史書や先人の伝記を読んだり、伝統的

な祭り・行事に参加したり、ぶらりとタウン

ウォッチングをしたりすることが必要だとい

いたいのだ。文化振興の場合はその逆を考え

ていただきたい。

智・感・情・体・意を鍛えよ

米国医学界では、優れた外科医が人間のー

部分のみを見るあまり、人格を持つ人間全体

が見られなくなるとの危機意識から、宗教や

文学、心理学などの人間学を学ばせるように

なりつつあるという。その警鐘は全ての技術

者、研究者に通じるのではないかと思う。

別の言い方をすれば、コンピュータを中心

にますます知識・技術に頼りがちになる己れ

の「智・感・情・体・意」をもう一度磨きあ

げることが必要だということだ。オリジナル
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報ネットワークカ(直接の情報を無限大に知

ることより、種々の知識を持つ多様な人間を

知ることの方が大事)、健全で持続力のある

体力と巧みな人間技、自分なりの明快で堅固

な意志(ポリシー)を鍛えることが、たちま

ちの文章力や設計等の表現力以前の要件とし

てあるのだ。

かくして、旅をしたり、美術館や映画館に

行って芸術観賞をする。絵を描く、音楽を奏

でる。小説やドキュメンタリーを読む。恋を

する。家庭を築く。育児や介護をする。趣味

をもつ。いい意味で失敗経験をするといった

ことが、臨床地域プランナーにはぜひとも必

要である。

アルパックへの期待

決して、古い職人芸的プランナー像を懐か

しんで言っているのではない。科学・技術・

文明が行き着くところまで行き、環境、人間

性、経済、生活面でさまざまな限界に達して

いる今日こそ、人間生活の原点に立ち返って

地域づくりを考える時代になったからこそあ

らためて訴えるのであり、臨床地域プランナ

としてのあり方は次代を担う若き地域プラ

ンナーそのものの課題と思うのである。

幸いアルパックは私の好きなプランナーの
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アルパックニュースンター NQ78

多いシンクタンク・コンサルタントである。

いや、むしろまだ号区出しだった頃、社外にい

る私をそのようなプランナーに育ててくれた

のがアルパックだった。その良さはいつまで

も大切にしてほしいと願っている。

先を急ぐことも必要だが、アルパック30周

年史の中で頑張って来られた先輩達の人間ド

キュメントをこの機会にゆっくり紐解いて学

北淡町の

阪神淡路大震災から約1フケ月が経過した北

淡町の復興の現状についてご報告します。

震災直後の町の状況

震災から 1力月目の 2月17日に北淡町に入

りました。ちょうど昼12時に役場前のバス停

に到着したのですが、その途端にサイレンが

鳴り、 1分間の黙祷に遭遇し、第一歩目で身

の引き締まる瞬間を味わいまし九。

洲本からバスで町に入りまし九が、県道沿

いの集落の被害に驚くぱかりで、それも北上

するほどに倒壊した建物が増え、集落の細い

道はまだ建物が壊れたままの光景でした。取

り壊し家屋数は玲00件にも及び、世帯数の半

数に及んでいます。倒壊家屋の撤去作業は自

衛隊の協力により、北部の集落から始められ

ており、富島地区ではようやく集落内の道が

確保された時でし九が、倒壊した建物はその

ままの状態でしナこ。

震災 1週間目に阪神間の市街地を調査した

時には鉄骨造や鉄筋コンクリート造の無残な

姿や一面焼野原となった市街地にただ唖然と

しましたか、北淡町の木造ばかりが折り重な

るように倒れた光景はどこか無常感が漂い、

自然の脅威の前での人間の力の弱さを認識す

るぱかりでした。倒壊した建物が一面広がる

びあう中に、これからのアルパックのあり方

を考えるヒントがちりぱめられていると,思う。

ぜひ、そんな特集冊子をまとめられたり、社

内シンポジウムを開いてみてはどうでしょう

か。アルパックのますますの発展に期待して

います。

(滋賀文化短期大学教授・地域プランナー

おだなお'、み)

災復興の現状について

割には犠牲者の方が少なかったのは、震災直

後の住民の方々の一致協力しての救助活動と

ともに、プロパンガスの音とにおいをたより

に、ガスの元栓を締めて火事の発生を食い止

めた結果とお聞きして、住民の方々の連帯感

の強さとあまりにも都市化しすぎた市街地へ

の警鐘とも感じとれました。

震災直後の復興への動き

町では4月に都市計画区域の編入を予定し

ており、各世帯に郵送する関係資料の封筒詰

めまで終わっていた所への震災でした。震災

直後の復興への動きとしては2月7日に町の

海沿いの集落を中心に都市計画区域の指定、

富島地区では 2月17日で建築基準法84条に基

づく建築制限区域指定を行うとともに、士地

区画整理事業の実施に向けての住民説明会や

アンケート調査の実施を行い、 3月17日に北

石本幸良
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淡士地区画整理事業等の都市計画決定が行わ

れまし九。以後、富島地区では事業決定に向

けて、住民との話し合いが続けられています

が、住民の事業に対する賛否両論からいまだ

事業決定には至っていません。人口 1万人余

りの町で、約21haにも及ぷ都市計画事業の実

施でもあり、町の都市整備事務所の職員の方

に加えて県及び周辺市からの応援を得て精力

的に取り組まれています。

冨島地区以外での復興への取り組み

北淡町は北から野島地区、富島地区、斗ノ

内地区、育波地区、室津地区の集落が立地し

ていますが、富島以外の地区については震災

1ケ月後の現地調査において、被害調査、残

存建物の状況、道路現況及び資源調査などを

行い、 4地区毎に被害が集中している箇所で

は面整備として士地区画整理事業と密集住宅

市街地整備促進事業の合併事業や住宅地区改

良事業の検討、比較的被害が分散している箇

所では密集住宅市街地整備促進事業や住民の

自力復興を誘導する手法の検討など、さまざ

まな方法と事業費の算出を行いました。

しかし、現在整備手法が確定しているのは

野島地区での漁業集落環境整備事業だけで、

その他の地区については地元との話し合いを

続けている状況です。

住民の復興への動きと課題

震災復興への町全体としての取り組みに加

え、自力再建も順調に進んでおり、確認申請

状況を見ると、震災以後の4月からは毎月ほ

ぽ同数程度の申請が出されています。

各集落は典型的な漁村集落の構造を色濃く

残し、海に平行する比較的広い県道や中道に

対して、「網上げ道」と呼ぱれる細い路地が

直角に海に向かい、その沿道に木造住宅が密

集しています。ほとんどの道が2m未満の道

路や通路であり、敷地規模もそれほど大きく

なく、建築基準法の接道要件が足かせとなっ

て、再建できない敷地も多く見られます。

地元との話し合いでは必ずこの4mの道路

問題が焦点になります。以前は自由に建てら

れたのに、何故震災を契機に建てられないの

1996年7月1日

(表)地区別の取り壊し件数(平成7年3月11日現在)

地区名

人口(人)

世帯数

仁井

取壊し件数

(表)震災以後の建築確認申請状況

962

野島

289

1,312

富

64

3認

島

2.459

斗ノ内

253

6年

都市計画
区域内

809

2,208

都市計画
区域外

育波

592

820

2,961

総

室津

256 1,846

(人口・世帯数は平成2年国勢調査)

(上段:総数.下段 1主宅)
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アルパックニュースレター NQ78

かと。納得しえない'思いは集落の状況を見て

いると理解できるところで、都市的な市街地

での整備手法をそのままに導入することが果

してよいのだろうかと考えさせられます。

それでも話し合いを続ける中で、住民の理

解は高まっているのですが、今度は建物はセ

ツトバックしても境界にブロックを積んで実

質の道路が確保されないことが問題となって

います。以前は細い路地でも軒先を自由に歩

けたのだが、建物が下がって逆にブロックを

積むために、以前よりは狭くなったとの意見

も聞かれます。住民から強い指導を望む声も

多く、町では指導の限界を認識しており、後

退部の舗装整備や生け垣に対する補助、及び

後退部分の固定資産税の免除などを盛り込ん

だ要綱の検討を急邊行っています。

このように住民との話し合いで出る個々の

問題に対しては集落全体の視点を基本にしつ

つ、できる限りの支援策を講じて、自力再建

のための状況改善を図るとともに、補助事業

の導入のための集落全体の合意形成に向けた

精力的な取り組みが求められています。

今後の取り組み

震災から1年半を迎え、いまだ復興に向け

ての事業手法が確定しない状況です。地元と

の話し合いではようやくまち・づくりの話がで

きる状況ができたところです。自力での再建

も順調に進んでおり、震災直後のような面的

な整備手法ではなく、自力再建を集落全体で

トータルに誘導していく方法を模索している

状況です。しかし、震災から1年を経過して

逆に事業採択要件が厳しくなり、事業導入の

ハードルが高くなる傾向があります。

迅速な事業の導入だけがまちの復興につな

がるわけでもなく、また、住民と行政の対立

場面ばかりを取り上げるマスコミの報道に振

り回されることなく、せめて震災以前の静か

な生活環境をどのようにして取り戻せるかが、

今後とも大きな課題と言えます。

(京都事務所いしもとゆきよし)

返還を目前にひかえた香港の発展

天候不順、香港は発展するか

来年6月末で中国に返還される香港の状況

を見ておこうと香港を訪問される方も多いと

思います。私もこの4月に国際コンテナ輸送

のハブポートとして発展を続ける実情調査に

訪れてみました。

滞在中は、一度も太陽を見ず、気温は低く

天候不順でしたが、色々な経験をしました。

返還を目前にひかえて着実に進む都市建設と

拠点施設の整備、住民生活の活発でたくまし

い香港の展開には目をみはるものがあります。

また、高度成長を続ける国の一面も見まし

た。折しも訪問を予定していたコンテナター

ミナル会社でストライキが発生しヒアリンク

が不可能になりました。下請け子会社の労働

組合が親会社に賃上げなどを要求してストラ

イキに入ったのです。香港政庁は労働組合の

ストライキに対し「自分の会社の経営者と交

渉せよ。」と言って門前払いの対応で以後イ

ースターの休暇に入り早急な解決が望めませ

ん。そのあおりでコンテナターミナル会社の

訪問と見学はキャンセルされてしまいました。

香港経済は、インフレで、賃上げ、コスト

高の様相を示し、生活水準の向上とともにそ

の経済活動のメリットを減らしてきている印

象を受けました。

金井萬造

-8 -
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香港はアジアのハブポートの道を歩む

神戸港は昨年の阪神・淡路大震災で施設が

打撃を受け、国内外でのポテンシャルを落と

し、回復できない現状にあります。その対策

の参考に香港のコンテナ'、頭とコンテナ輸送

に着目して、なぜ香港がアジアのハブポート

なのかを理解するため、事前に専門家の意見

をお伺いしました。

その中で香港は中国の中継港になっている

ことに着目する視点、港利用の荷主の立場に

立ったグローバルな国際輸送の視点、港の背

後圏の経済活動と港への集荷の視点、香港周

辺の中国の港湾建設と物流動向の視点、船会

社の動向の視点などいくつかの大切な視点を

指摘いただきました。

神戸港は20年前集荷の4割を韓国が占め、

震災前はその23%を中国が占めるなどアジア

のハブポートの位置を確保していました。し

かし、今日では、それぞれの国の港湾整備が

着々と進み、集荷は難しくなってきています。

このような歴史的な経過の中で、今後国際

輸送ネットワークの上で立地上の有利性の活

用と努力をしていくことがポイントと理解で

きます。

一方で、香港は着実にアジアのハブポート

の道を進めています。その内容を少しでも解

明するのが今回の香港訪問のねらいでした。

ー,゛1

コンテナハブポートの中身・仕組み

ハブポートとは、貨物が集散される拠点の

港のことです。

香港では、物流の専門家にお会いする機会

に恵まれました。香港のハブポート化の中身

の概況は次のような仕組みになってきている

とのことです。

①情報化時代に対応して国際的海上輸送のグ

ローバルネットワークを構築し、巨費を投じ

てコンピュータ化が進んでいる。

現在の段階は、地域レベルでのシステム化

が完了し、グローバルな段階で、投資の面で

の船会社間の連携・共同化による投資額のコ

スト低減と共同利用のシステム化の方向にあ

るということです。数十万個のコンテナを管

理・輸送することから情報化対応が重要にな

つてきています。

②物流情報センターとして香港の位置がます

ます上昇している。物流量から見て中国の経

済活動の大きさがものを言って、企業の活動

も利益追求の商取引を求めて香港に集まって

きている。それには、香港の輸送コストの低

さもメリットになっている。

シンガポールはこの視点から見るならぱ今

後大きな伸びが望めないということになる。

③物流量の多さと輸送コストに各船会社が対

応して配船・寄港する。日本の港湾でのコス

トは圧倒的に高く不利であるが、香港でも人

件費が高くなってきておりデメリット要因で

あるが、ともかくも中国の経済活動による発

生・中継貨物量の多さが企業活動の要因とな

つている。

④社会資本整備と利用の考え方の相違が影響

している。日本の場合、社会資本の公共中心

の整備と民間の施設利用が基本であるが、香

港では、民間企業による社会資本の投下と資

金の回収が基本の九め、施設の稼働率向上第

ゞ'
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'^

建設中の国際会議場

1996年7月1日
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一主義の無秩序なシステムが現在のところ効

果をあげている。

中国返還時期を乗り越えて発展する香港

香港政庁を訪問し、現状とビジョンのビデ

オを拝見し説明をうけました。

香港の昨年(1995年)のコンテナの取扱量

は、 20t コンテナで1260万個に相当し、世界

ーの港湾です。

その85%は中国広東省の中継貨物で、面白

いことに沖どり(港の中に停泊する船での荷

役)が全体の 1/4の 300万個を占めている

ことです。

将来の施設の整備として2000万個対応のタ

ミナルW及びⅡ地区の計画が確実となり、

3000万個対応の計画を、中国の経済開発状況

と港湾整備を見て対応することにしていると

のことです。

この計画は、非常に大きな計画ですが、中

国と共同連絡会議を設置して調整を進めてい

ます。

出展:香港政庁のポートデペロップメントピューローの資料

将来の見通しとして中国側は自国の発展の

ために香港の港湾施設が必要と考えていて、

中国返還後も香港の港湾は発展するだろうと

見ています。

香港のたくましさを実感

香港訪問は、コンテナターミナルの突発的

ストライキで予定を変更し、文献の収集と観

光、食事、買い物など探訪に切り換えまし九

が、イースター休暇と墓参り休日で沢山の香

港人が国境を越えて中国に入国する姿を見て、

1年後の中国返還後も着実で、めざましい都

市経済活動が展開されるものと実感しました。

香港の人々が、一日一日を大切にナこくまし

く生きょうとしている姿に接し、日本の都市

・地域もこのバイタリティに学び再び活力を

取り戻して再生させていきたいものだと思っ

て掃国しました。現在、私の机の周囲には沢

山の文献が山をなし、今後の解読で頭を悩ま

せています。

(代表取締役社長かないまんぞう)
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旧ディスコを心の休憩室へ

償却を前提としたりニュ・アル事例の紹介
尾関利勝

●変化の激しい商業界

今、「持続するまち・づくり」がーつのキー

ワードです。持続するまちづくりにとって、

やっかいな問題は商業界の変化です。1960年

代のスーパーマーケット出現以来、小売商業

は極めて短期間で立地と業態が変化し、同様

に飲食店やアミューズメント業態も激変して

います。かつて「ジュリアナ東京」が話題に

なった頃、業界のある専門家は3年持てば好

いだろうと言っていましたが、その通りにな

りました。それほど商業、とりわけ流行を追

う業態は変化が激しいと言えるでしょう。そ

の様な商業環境の変化を見越しながら、柔軟

に対応して上手く使いこなし、多様な客層の

支持を得ている例があります。

●ディスコ跡のりニューアル

名古屋栄の南東、久屋大通りから東に入っ

た所に「心の休憩室・ガルーバ」と言うレス

トラン・パブがあります。元々デイスコだっ

たのをダンスフロアーをそのまま活かし、 3

年で償却する内装改修を前提に、紗の力ーテ

ンで区切られた座卓式4~6人のブースを設

置、卓上のろうそくが映える程度の照明に香

を利かせ、静かに流れるインド音楽で落ちつ

いた環境を演出した店づくりが特徴です。現

在はインテリアのマイナーチェンジが行われ

たため開店当初とは少し変わっています。

客が嫌がる要素を排除すると言う店づくり

のコンセプトから、ブース毎に置かれた鈴や

鐸を鳴らさない限り注文を取りに来ないシス

テムです。メニューはこの店独自に開発しナこ

優しい味に工夫した多国籍料理の他、一通り

のアルコール類が取りそろえてあります。ち

なみに私の好物は毛沢東チンゲン菜とタジマ

ハール・ビールです。営業は夜明け前頃まで

やっていること、落ちついた環境と安価さか

ら若者やカップル、女性だけのグループなと

が多く利用している様子です。紹介されてか

ら既に 5年以上経ち、 3年でつぶれる事はな

く、最近では並ばなければ入場出来ない程流

行っています。

●出会いの理由

以前、ある勉強会で飲食店業態の企画・運

営を専門とする若いデザイナーに紹介されて

以来時々利用し、物好きな方が来られた時に

ご紹介していますが、年代や性別を超えて好

評です。この店を紹介された理由は、私達が

望む①客単価が3千円以下で済むこと、②仕

事が終わって夜中からでも行けること、③少

人数でディスカッションできる静かさがある

ことの 3条件に合致していることでした。

(名古屋事務所おぜきとしかつ)

1996年7月1日

地元住民参加の公園計画づくり

~綴鶴市与保呂地区~
石川聡史

先頃、京都府舞鶴市の与保呂地区という農

村集落が、京都府の「府営'、るさと・水と土

保全モデル事業」のモデル地区に指定され、

地元参加型のワークショップ手法を用いて公

園計画をつくることになりました。我々の役

目は、京都府から委託を受けた「府営'、るさ

と・水と土保全モデル事業与保呂地区計画策

定業務」として、基礎調査等の他に集落ウォ

ツチングや公園の模型作成等一連のワークシ

ヨップの運営を行うことです。

この集落では以前から集落ウォッチングや

勉強会など住民によるむら・づくり活動が継続

的に行われており、全員参加のもとで集落ウ

よ様ろ

-H-
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オッチングから公園の模型作成まで、スムー

ズに進みました。

当日は、以前実施した集落ウォッチングや

ウォッチングマップ、づくりなどを踏まえた最

後の仕上げとして、「こんな公園がほしい」

という思いを形にするナこめ、公園の模型作成

に取り組みました。

計画対象地の 3ケ所について、 1ケ所それ

ぞれ8人程度のグループに分かれ、「遠くか

らでも見えるオブジェのような石を置きたい」

「くつろげるようにべンチや芝生広場がほし

い」というように公園にほしい機能を挙げる

と、次に実際に模型づくりに入ります。紙粘

士やいろがみ等で築山や木、柵などをつくっ

ていったのですが、次第に童心にかえってき

たのか、外で雑草を抜いてきて木の代わりに

したり、いろがみで凝った枝垂れ桜をつくっ

たり。

模型をつくりはじめて2時間後には、どの

グループも行政の方々も驚くほど見事な模型

が完成し、参加者全員、完成した模型や、集

落ウォッチングから今日までの一連のワーク

ショップに関する感想を述べました。「与保

呂の新しいところを知るのにいい機会となっ

た」「農作業の合間で忙しかったが、楽しみ

ながらいいものができた」など、みなさん楽

しく取り組んでもらえたようです。また、「と

れだけ実現するか楽しみ」など、今回の成果

がどれだけ形になるのか、期待する声も聞か

j, ヲン、冨諏、'
乞

,材イ 七ノ,'

一峡一ー

心のテーマパーク

養老天命反転地は養老の滝で知られる岐阜

県養老郡養老町に、県が総工費12億円をかけ

て、芸術家の荒川修作氏と詩人のマドリキン

・ギンズ氏によって建設され、昨年10月4日

にオープンした面積約 1.8haの大規模な楕円

形をしたすり鉢状の公園(芸術作品?)であ

る。この養老天命反転地については、日経ア

'气,'
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れました。

手厶自身、業務としてワークショップ形式で

の計画づくりに取り組んだのは初めてだった

のですが、地元の方々の自分達の生活環境へ

の関心の高さと、一連の作業が円滑に運んだ

ことに驚かされました。これは、以前から自

分達の環境・づくりに取り組んできた蓄積があ

。たからこその結果と言えます。人々の地域

環境への関心が高まりつつある中、今回のよ

うに地元住民がまちづくりに参加する機会は

きっと増えてくるでしょう。そうした場合、

単発で終わるのでなく、今回のように地元住

民が日頃からまちづくりに参加しつづけると

いうことが大切で、そのためにも、継続を支

援する仕組みが重要となってくるのではない

でしょうか。

(京都事務所いしかわさとし)
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ーキテクチャー、ジャパンランドスケープ等

の各種雑誌等に設計者の思いや施エプロセス、

利用者の評価等が取り上げられ、かなり知名

度が上がっている。そしてオープン半年で約

17万6千人の入場者を数えている。

先ごろ、ここをはじめて訪れたが、暖かく

なった日曜日の午後とあって、岐阜をはじめ、

名古屋、尾張小牧、三重ナンバーの車が目立

ち、中部圏の行楽地として多くの子ども連れ

の家族、カップル、養老の滝帰りの観光客ら

しき高齢者などで賑わっていた。そのため入

口は長蛇の列で、 15分くらい待ってやっと入

れるくらいの盛況ぶりであった。

中に入ると、周囲に見える穏やかな丘陵地

や芝生広場の雰囲気とは・一変し、スケールの

大きさ、急勾配、一風変わったオブジェなど、

おもちゃ箱をひっくり返したような、何が何

だかよくわからない状況であった。園内は急

勾配のすり鉢状の窪地に、小山と窪みが対と

なって点在し、路が傾斜していたり、曲がっ

ていたり、歪んでいたりしていて、平衡感党

がなくなるようになっていた。また園内には

哲学的にネーミングされた「極限で似るもの

の家J、「精緻の棟」、「陥入膜の径」など

の施設(オブジェ)があり、入口で渡された

パンフレットに書かれている詩的な使用方法

に従って遊んでみたが、生まれ持っての感性

の低さなのか、「何? ・」といった理解..

しが九いものばかりであった。

また、ここは急勾配で滑り易いことから、

けが人が続出するのも仕方がないと思った。

そのため公園管理事務所では、運動靴やへル

メットを無料で貸し出したり、危険なところ

には杭を打ち口ープを張って、手すり代わり

にさせたり、立入禁止にさせたり、また警備

員を数人配置させ立入規制をさせたりと、安

全面での配慮があとからなされ、公園管理者

1996年7月1日
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の苦労が伺えた。

やはりここは公園ではなく、芸術作品であ

り、それも鑑賞する作品ではなく、動き回り

体全体で体感する作品であると感じた。その

辺りが利用者の立場や、周囲の環境や景観へ

の配慰無用な面であり、概念的に公園とは違

う、芸術作品として言われる所以ではないだ

ろうか。しかし園内で子どもたちは壁の下を

潜ったり、壁の隙間を通っ九り、急勾配を滑

り降りたりと、工夫しながら遊んでおり、子

どもの創造力を育む機能は担っている。けれ

どもそれ以外の人たちの反応は私の聞く限り、

「何これ?」、「つまんない!」と、あまり

評判が良くない。

現在はものめずらしさから来訪者は大勢い

るが、今後、りターン客をつかめるかどうか

は相当難しいと思われ少し心配になる。しか

しこのような先進的な試みを岐阜県が行なっ

たことは画期的であり、公園行政に一石を投

じるものになったと'思う。

このような発想の転換や大胆さを生かし、
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アルパッケニュースンター NQ78

人々の創造力を育むような公園づくりを今後

も積極的にしていただきたい。そして私もこ

の天命反転地から、結果はどうであれ、何事

にも前向きな姿勢で取り組むことの重要性を

少しではあるが、学んだような気がする。

(京都事務所'、じしょうぞう)

触感と点字

先月、点字案内板の改修にナこずさわった際

に、視覚障害者の方の意見を把握する必要が

あり、視覚障害者(盲人)の方と点字シール

などにつぃて、協議を数回行いました。その

なかで、特に感じナここととして、触感の難し

さや簡潔された情報量の重要性などがありま

した。

触感の難しさ

人は視覚的動物と言われているが、視覚障

害者(盲人)は、必須な情報を皮膚感覚の触

覚に頼らざるをえません。視覚は、視野に入

つた像を瞬時にオートマチック的に合成して、

自分のいる場所を確認し、イメージなどを作

るが、触覚は、触れた部分をマニュアル的に

合成し、頭のなかで統合され依存させなけれ

ばならない。触覚だけにたよると、一定の脳

力で外界の事象を自分の中に再現するのは、

相当の訓練や集中力が必要であり、健常者の

理解をはるかに越えているということです。

さらに、視覚障害者は、障害の程度や障害の

原因、年齢、歩行訓練歴などにより、触覚の

感覚がかなり個人によって違うということで

す。

好ましい点字シールや点字タイル

すべての視覚障害者の二ーズを満足するこ

とは、困難であるが、利用者の多様性やいか

に早く情報を確実に伝えるかを考える必要が

あります。そのためには、点字と点字の間隔

が一定あり、点字の山がはっきりしたもので、

情報量をなるべく少なくしたものとすること

が大切であるということです。

点字シールにおける点字の山ですが、図)

ーイより図)ーロの方が好ましく、点字の材

質として、すり減らない(アルミなどはすり

減る)ものが好ましいということです。

点字タイルについては、滑らない材質で

(ステンレス等はすべり危険)誘導ブロック

と位置ブロック(警告用)との違いの規定を

きちんと整理し、誘導ブロック等をたくさん

設置するのではなく(日本においては、障害

物が多く危険)、どこを歩いても点字ブロッ

クにあたるような敷きかナこが好ましいと言う

ことです。図)ーハ参照

今後、設計者の理解のもとで、障害者と健

常者にとって危険なものとならない点字方法

を細部にわ九って基準化する必要があります。

そして、視覚障害者に対する訓練を行うこと

が望まれます。

(京都事務所まつきかずやす)

松木一恭

図)ーイ

a寸法

小さい

会料など付けずに、透明なすりへらない材質(透明アクリル等)を使用

図)ーハわか"やオいと貫われている貞字タイルの詮置

囲)ーロ

a寸汝

の点字
設

材質
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旧活版文化を追い続ける最新印刷技術

重本幸彦

まだ現役だった活版印刷

最新技術を駆使している大阪の中堅印刷工

場ビルを見学させてもらった。

ところが、まず案内されたのが活字棚の並

んだ広々としたフロアだった。隅の方で年輩

の職人さんが二人で活字を組んでいた。30年

以上昔の印刷工場にタイムスリップしナこ感じ

だ。

古文書などの旧漢字や旧仮名遣いの本など、

どうしてもという特別注文が細々とあるらし

い。

説明を聞くと、活版印刷は手作りそのもの

だけに行間や字間を微妙に調整したり、鉛活

字から特殊漢字を合成したり、その自由さを

巧みに活かした工夫が膨大に蓄積され、調整

と風合いのある印刷物を生み出していたよう

だ。

才イJ人"・,_忌勺一ごjξ、、、〆."、'゛重ずξ一ー゛、j
゛尋
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前号の宛先確認ハガキの意見覧に、ナこく

さんのご意見・ご感想をいただき、あり

がとうございました。編集委員会では、

読者の皆様からおよせいただいたご意見

を参考にさせていただき、今後もより充

実した内容でニュースレターを発行して

いきたいと思います。今後ともどうぞよ

ろしくお願い致します。

"ヨ

-15-

、ゞ

「もう大阪ではここだけでしょう。近く閉

じます」との話。昔は油臭いだけと思ってい

たが、今、見ると文化の香りが一杯だ。博物

館的にでも残せないかと思、つた。

最新技術でも版下のお手本は活版時代

次は一転してディスプレイ(画面)がずら

りと並んだ明るいオフィス。ここでは、電子

写植機で印刷版下を作成している。写植とは

写真植字の略で活字を拾う作業を機械化、字

体をレンズで拡大縮小する原理で、それを電

子化したのが今の主流だ。一字ずつ拾う原理

は同じなため、活版同様に微妙な調整をして

いるらしい。

続いて、マッキントッシュのパソコン画面

上で版下作成中のオフィスも見せてもらった。

熱心に説明する若い社員にも関わらず、案内

1996年1月1日
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活字がぴっしりと並んでいる棚(しかも字づらは逆)。
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拾った活字を版に組む。活字の周に薄い板を入れる
など微妙に調整する。写真上下:ナニワ印刷閥にて

役の年輩の幹部がささやいた「コンピュータ

は、まだ荒っぽいですな」。

なるほど、最新印刷技術といえども、出来

上がりは微妙な表現ができた活版版下にいか

に近・づくかで、日々、がんばっているという

ことらしい。

細かい微妙さにこだわる、日本文化の特質

を改めて思い知らされた感じだった。

(大阪事務所しげもとさちひこ)
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アルパックニュースンター NQ78

戦後50年不発弾撤去騒動記

長谷川めぐみ

ゴールデンウィーク前に、アルパック大阪

事務所のあるOBPで不発弾撤去騒動があり

ました。この付近一帯は砲兵工廠があって、

終戦の前日に激しい空襲を受け、多くの方々

が犠牲になっています。今もJ R京橋駅の片

隅に慰霊塔があり、当時の惨状を蘇らせます。

戦後50年を過ぎ、市立城陽中学校分校跡地

で工事が進められている市立城東スポーツセ

ンター・女性いきいきセンターで基礎工事中

「不発弾」が見つかりました。当社からわず

か 150mの距雛です。

陸上自衛隊による不発弾処理のため、 4月

27日(土)午前10時半から約 1時間、現場から

半径 30om以内が立ち入り禁止になるばかり

でなく大阪環状線の大阪一天王寺間が全面運

休、当社も午前中の休日出勤を控えました。

以前アルパックでも吹田駅前再開発事業建

設工事の設計監理中、現場から不発弾が見つ

かり、工事を中止し撤去した経験があります。

思いもよらない過去の遺物の出現に、昔に

タイムスリップしたような不思議な気分です

が、この仕事場で、空襲の犠牲になった方々

を思い、ご冥福を祈ります。何はともあれ、

淡々と無事撤去されました。

(大阪事務所はせがわめぐみ)

僻)アルバッワインタ・ナショルの事務所移転

と社名変更のご挨拶
金井萬造

霜田稔

総アルパックインターナショナルは創立以

来8年を迎え、この機に情報システム等の専

門的コンサルタントである鬮メディアフュー

ジョンとの一体的体制を確立するため事務所

を尼崎りサーチインキュベーションセンター

に移転しました。

今後、情報通信システムプランナー、デサ

インクリエーターをメンバーに入れた新しい

体制のもとに新会社として業務を進めてまい

りますのでよろしくお願い申し上げます。

霜田は長い間お手伝いをさせていただいナこ

関西文化学術研究都市も第2ステージプラン

の段階になり、自らも50代の半ばに達しまし

た。人生の第 2 ステージとして、原点に立ち

返り、地域社会や国際社会にささやかながら

お役に立ちたく、努力していく所存です。こ

れまでの所内外の方々との連携を強め、メン

バーの成長を支援し、コーディネート役を果

たしていく決意です。

アルパックとしても霜田稔と新しい側都市

づくり研究所の新たな活躍と発展を念願し、

支援と連携を図っていく所存です。

新しい出発ですが、これまで同様、ご指導

ご支援のほどよろしくぉ願い申し上げます。ー"ー'.、,■.ーーーーー゛.

'竜"ノノ゛'.一■^

'弓",.'.コ七二1『,1ーノー

,,.""ー"""、,/ti' 30om以内"ー'1
^,,〔一'...ニニ"、__'.立入紫止侶域T='二1モミt-

ミミ、,大阪事務所1 ,、"丁!,卞ij、ー

、、、 1凱.区.';Y11 ,}、:

通""..'ツ、1 ',.、π1 ヒ糾院ι.'.

株式会社都市づくり研究所

代表取締役社長霜田稔

取締役榊原淳、取締役成瀬厚司

〒660 兵庫県尼崎市道意町7-1-3

尼鮪りサーチイソキ.ベーシ,ソセソター 2F

合 06-415-2548 F腿 06-415-2556
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新刊旧刊書評紹介

井上

本のタイトルというものは往々にして読者

の興味を引きつけるものです。

この本、「ことばを読む』という、読書を

する上で当然ともいえる行為を正面から堂々

と、そして、本の表紙を開こうと思う読者の

手を止めさせ『ことばを読む』つて何だ?と

思わせるタイトルがついています。

本書は昭和55年1月から56年12月までの 2

年間「朝日新聞」文芸時評欄に掲載されたも

のが一冊にまとめられたものです。巻末に187

冊の作品名と 268名の人名が登場し作品名紹

介と人物紹介で終わってしまうのではないか

という不安を抱きながらいざ本編へ。

例えば、最初の題目「均質な時間と空問の

中で」の冒頭「私九ちの生きている<いま>

とはどんな時代なのか。(中略)建築という

専門領域から絶えず有効なことばを発信しっ

、づけ私たちの混乱を整理してくれている原広

司から、まず正確な定義をもらうことにしよ

う。」で始まります。ちなみに私、専門が建

築のためか、"いきなり何で!"というのが

実感。先の定義については触れませんが、建

築関連の書籍であればいざしらず、この本の

タイトルからすれば思いもよらない急展開で

であると言えます。

この項に関してもうーつ。建築家の原広司

の次に大江健三郎の『同時代ゲーム』の一節

(樹木を守るということ)が紹介されます。

その一節に対して著者は、「樹木を伐り倒す

ことは象徴的な親殺しだという説があるが、

だとすれば私たちは親殺し、そのむくぃが均

質空間地獄ということになる。」また、「均

質空間を経過して行くのは、言うまでもなく

ひさし

とぱを
三二1二'

百ノし む』

均質化され九時間で

ある。日常は、いわ

ば巨大な砂時計で(中

略)」といった具合に

表現しています。著

者独特の巧みな"こ

とば"のいいまわし

が、現代社会あるい

1996年7月1日

中公文庫

紹介田中祥文

は現代社会に生きる人間が抱えている問題に

対して"創造"(建築)"破壊"(樹木の伐

採)という実体のある行為を とぱに置き"こ

換え思考する"という行為によって再認識さ

せており、原文を読みさらにその書評を読む

いう構造が後押ししているといえます。

10年以上も前にかかれたこの本、建築ある

いは都市をべースにした部分が要所に出てき

ます。少なくとも私自身、建築に携わる人間

として、専門書または専門雑誌などの文章か

ら教えられる、あるいは感じとることとは違

つた感覚を"ことばを読む"ということを通

じて味わった気がします。次の本書の一節を

個人の視点にたって読んでみて下さい。

『レトリックの復権という、見えないがし

かし大きな波が打ち寄せて来つつぁる。(中

略)ではなぜレトリックの復権か。近・現代

はいわば科学万能の時代、「巧みに」表現す

ることは科学には不必要なことで、「正確で

機能的な」表現が近・現代の専制的な主人、

この専制的な制度への問い直しのひとつ、ま

た、物質=名詞の氾濫という時代の特徴、こ

れに対する考えるコトバの側からの反乱、そ

れこそがレトリックの復権だろう。』

(名古屋事務所たなかよし'、み)
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アルパックニユースレター NQ78

変貌する水辺の風景

均月

ちかど

今年から 7月20日が「海の日」として祝日

になります。季節がら、これからは海に行く

機会も増えることでしょう。

先日、新橋駅から「新交通ゆりかもめ」に

乗って久しぷりに「お台場海浜公園』(東京

都)を訪れました。日曜日ということもあっ

て新橋駅は切符を買う人で長蛇の列。客層は

家族連れ、カップル、お年寄りまで幅広い年

齢層でした。

私が初めて「お台場海浜公園」を訪れたの

は、昭和62年の夏、今から約10年程前になり

ます。当時は、まだレインポーブリッジも無

く、釣りや海水浴、ウインドサーフィンなと

のマリンレクリエーションを楽しむ若者以外、

人はほとんどいませんでした。

しかし、現在の公園周辺は、中高層住宅が

整備され、利用方法も散策、サイクリング、

ジョギング、写真撮影、イベント見学など多

様化しています。水辺の風景が大きく変貌す

ると共に、人々の意識も大きく変わってきて

います。新名所として定着しつつある状況を

みると市民は「水辺」という場所を都内のー

要素として認識したといえるでしょう。

さて、現在臨海副都心開発の見直しが行わ

れていますが、このような多様な市民二ーズ

に対応できる空間、例えば大きな芝生広場の

ようなものも検討してもらいナこいです。

(東京事務所もちづきひろし)
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伯丘前のお台場海浜公園
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.東京1"務所〒160東京都新宿区新宿2-5-16 ・霞ヒル40VTEL(03)3226・9130 FAX(03)3226-9560
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新名所になりつつぁる現在の公園
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